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両親のいる世帯 世帯数(実数)

平均

中央値

四分位範囲

母子世帯 世帯数(実数)

平均

中央値

四分位範囲

父子世帯 世帯数(実数)

平均

中央値

四分位範囲

「2021年SASユーザー総会データコンペ規定課題」

実収入

ダウンロードした擬似ミクロデータから、変数X11(家族分類)を使って、両親と「子」、またはひとり親
と「子」だけから成る世帯の内、実収入（変数Y003）が600万円未満の世帯だけを抽出したデータ
セットを作成する。なお、「子」とは、未就学児又は学校に通う「子供」を指す。

上で作成したデータセットを使って、「両親のいる世帯」、「母子世帯」、「父子世帯」の3種類の世帯
に分類後、それぞれの世帯および、その3種類の世帯全体の「実収入」(単位：:円)の平均、中央
値、四分位範囲を､世帯主の年代別に、以下に示す統計表を作成する。ただし、「世帯数」は実数
です。

更に、上の②で作成したデータセットを使って、この3種類の世帯間の「実収入」の箱ひげ図(横向
き)を描く。
その際、3種類の世帯全体の箱ひげ図も、比較しやすいように、同じグラフ内に描く。こちらは「年
代別」は不要です。

これらの統計表と箱ひげ図は、結果ビューア画面の出力をそれぞれ、スクリーンショットで切り取
り、自由課題用の論文の巻末に、「付録：規定課題解答」として、SASプログラムと共に、収録する
こと。

表としてわかりやすいものであれば、日本語表記の折返し･罫線等の書式を完全に一致させる必要はありま
せん。

【規定課題】世帯構成別、世帯数、世帯の実収入 (単位：円)


